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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和2年3月5日(2020.3.5)

【公開番号】特開2019-19196(P2019-19196A)
【公開日】平成31年2月7日(2019.2.7)
【年通号数】公開・登録公報2019-005
【出願番号】特願2017-137833(P2017-137833)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  83/07     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  83/05     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/36     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/5455   (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/5435   (2006.01)
   Ｂ６０Ｒ  21/232    (2011.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   83/07     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   83/05     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/36     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/5455   　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/5435   　　　　
   Ｂ６０Ｒ   21/232    　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年1月21日(2020.1.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
（Ｅ－１）オルガノハイドロジェンポリシロキサン
（Ｅ－１）成分は、下記式（２）
【化７】

で示される側鎖に水素原子を有するオルガノシロキシ基と末端のトリオルガノシロキシ基
のみで構成されたオルガノハイドロジェンポリシロキサンである。ここで、Ｒ2は独立し
て炭素数１～１２の１価炭化水素基であり、前記Ｒ1で示された基と同じものが例示され
、ｒは５～５０の整数、好ましくは１０～４０の整数である。（Ｅ－１）成分は、（Ｅ）
成分の全配合量の１～５０質量％、好ましくは５～３０質量％である。
　なお、本発明において、（Ｅ－１）成分が有するケイ素原子結合水素原子は、前記（Ｂ
）成分が有するケイ素原子結合水素原子の量に比べて非常に少なく、（Ｅ－１）成分のケ
イ素原子結合水素原子は、本組成物の接着性付与に供され、（Ａ）成分との架橋反応に供
されるものはわずかであるとみなす。したがって、前記（Ｂ）成分の配合量を決定するた
めに、（Ｂ）成分のケイ素原子結合水素原子と（Ａ）成分のアルケニル基との比を計算す
る際は、（Ｅ－１）成分のケイ素原子結合水素原子の量は考慮しないものとする。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　このベースコンパウンド（Ｉ）９０部に、粘度が約１００，０００ｍＰａ・ｓの分子鎖
両末端ビニルジメチルシロキシ基封鎖ジメチルポリシロキサン８３．０部、下記化合物１
に示す粘度が２０ｍＰａ・ｓの分子鎖非末端にケイ素原子に結合した水素原子を有する、
分子鎖両末端トリメチルシロキシ基封鎖のジメチルシロキサン・メチルハイドロジェンシ
ロキサン共重合体（ケイ素原子結合水素原子含有量＝０．３１質量％）８．５部、下記化
合物２に示す粘度が４５ｍＰａ・ｓの分子鎖側鎖にケイ素原子結合水素原子を有する分子
鎖両末端トリメチルシロキシ基封鎖メチルハイドロジェンシロキサン共重合体（ケイ素原
子結合水素原子含有量＝１．０８質量％）０．１０部、下記化合物３に示すアルコキシシ
リル基変性イソシアヌレート化合物０．２５部、下記化合物４に示すγ－グリシドキシプ
ロピルトリメトキシシラン０．９０部、１－エチニルシクロヘキサノール０．０７部、塩
化白金酸／１，３－ジビニルテトラメチルジシロキサン錯体を白金原子含有量として１質
量％含有するジメチルポリシロキサン溶液０．２０部およびジルコニウムテトラアセチル
アセトネート０．２６部を混合して、組成物１を調製した。
化合物１：
【化１２】

化合物２：
【化１３】

化合物３：
【化１４】

化合物４：

【化１５】

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００６１】
　＜実施例２＞
　実施例１で得られたベースコンパウンド（Ｉ）９０部に、粘度が約１００，０００ｍＰ
ａ・ｓの分子鎖両末端ビニルジメチルシロキシ基封鎖ジメチルポリシロキサン８３．０部
、下記化合物５に示す粘度が２５ｍＰａ・ｓの分子鎖非末端にケイ素原子に結合した水素
原子を有する、分子鎖両末端トリメチルシロキシ基封鎖のジメチルシロキサン・メチルハ
イドロジェンシロキサン共重合体（ケイ素原子結合水素原子含有量＝０．１５質量％）１
７．０部、化合物２に示す粘度が４５ｍＰａ・ｓの分子鎖側鎖にケイ素原子結合水素原子
を有する分子鎖両末端トリメチルシロキシ基封鎖メチルハイドロジェンシロキサン共重合
体（ケイ素原子結合水素原子含有量＝１．０８質量％）０．１０部、化合物３に示すアル
コキシシリル基変性イソシアヌレート化合物０．２５部、化合物４に示すγ－グリシドキ
シプロピルトリメトキシシラン０．９０部、１－エチニルシクロヘキサノール０．０７部
、塩化白金酸／１，３－ジビニルテトラメチルジシロキサン錯体を白金原子含有量として
１質量％含有するジメチルポリシロキサン溶液０．２０部およびジルコニウムテトラアセ
チルアセトネート０．２６部を混合して、組成物２を調製した。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　実施例１で得られたベースコンパウンド（Ｉ）９０部に、粘度が約１００，０００ｍＰ
ａ・ｓの分子鎖両末端ビニルジメチルシロキシ基封鎖ジメチルポリシロキサン８３．０部
、化合物１に示す粘度が２０ｍＰａ・ｓの分子鎖非末端にケイ素原子に結合した水素原子
を有する、分子鎖両末端トリメチルシロキシ基封鎖のジメチルシロキサン・メチルハイド
ロジェンシロキサン共重合体（ケイ素原子結合水素原子含有量＝０．３１質量％）４．２
部、化合物２に示す粘度が４５ｍＰａ・ｓの分子鎖側鎖にケイ素原子結合水素原子を有す
る分子鎖両末端トリメチルシロキシ基封鎖メチルハイドロジェンシロキサン共重合体（ケ
イ素原子結合水素原子含有量＝１．０８質量％）０．１０部、化合物３に示すアルコキシ
シリル基変性イソシアヌレート化合物０．２５部、化合物４に示すγ－グリシドキシプロ
ピルトリメトキシシラン０．９０部、１－エチニルシクロヘキサノール０．０７部、塩化
白金酸／１，３－ジビニルテトラメチルジシロキサン錯体を白金原子含有量として１質量
％含有するジメチルポリシロキサン溶液０．２０部およびジルコニウムテトラアセチルア
セトネート０．２６部を混合して、組成物３を調製した。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
＜比較例３＞
　実施例１で得られたベースコンパウンド（Ｉ）９０部に、粘度が約１００，０００ｍＰ
ａ・ｓの分子鎖両末端ビニルジメチルシロキシ基封鎖ジメチルポリシロキサン８３．０部
、化合物１に示す粘度が２０ｍＰａ・ｓの分子鎖非末端にケイ素原子に結合した水素原子
を有する、分子鎖両末端トリメチルシロキシ基封鎖のジメチルシロキサン・メチルハイド
ロジェンシロキサン共重合体（ケイ素原子結合水素原子含有量＝０．３１質量％）８．５
部、化合物２に示す粘度が４５ｍＰａ・ｓの分子鎖側鎖にケイ素原子結合水素原子を有す
る分子鎖両末端トリメチルシロキシ基封鎖メチルハイドロジェンシロキサン共重合体（ケ
イ素原子結合水素原子含有量＝１．０８質量％）０．１０部、化合物３に示すアルコキシ
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シリル基変性イソシアヌレート化合物０．２５部、下記化合物６に示す３－イソシアネー
トプロピルトリエトキシシラン０．９０部、１－エチニルシクロヘキサノール０．０７部
、塩化白金酸／１，３－ジビニルテトラメチルジシロキサン錯体を白金原子含有量として
１質量％含有するジメチルポリシロキサン溶液０．２０部およびジルコニウムテトラアセ
チルアセトネート０．２６部を混合して、組成物５を調製した。
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